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第20章 キャンパスクラウド事業

20.1 クラウドサービス提供
（１）キャンパスクラウドシステムの提供

システム情報科学研究院を対象に仮想マシン稼働環境を提供しました。

20.2 クラウドシステム整備
（１）ブレードサーバ増強

【参考資料１】
2013年 6月にブレード 3枚（36コア），3月末までにブレードサーバ 8枚（128コア）を追加しま

した。これにより、利用可能な計算資源が増加しました。

（２）管理システム更新

CloudStack version 2.2.13から、version 2.2.15へ更新しました。これにより、VMware上の仮想マ
シンで通信が遅くなる不具合が修正されました。

20.3 その他
クラウドサービス運用に関する研究を行い、以下の研究報告を行いました。

[1] Eisuke Ito, Brendan Flanagan, Chengjiu Yin, Tetsuya Nakatoh and Sachio Hirokawa: A
study of search engine exercise using VM on a private cloud, Proc. of ICCE2013 (21st Inter-
national Conference on Computers in Education), Nov.2013.

[2] Yoshiaki Kasahara, Eisuke ITO: A study of network issues for implementing large-scale
academic cloud service, IEICE Technical Report, Vol.113, No.240, IA2013-32, pp.35-40, Oct.,
2013.

[3] 笠原義晃, 伊東栄典: IaaSクラウド型教育情報システムの実現可能性調査 , 情処研報
Vol.2013-IOT-22 No.14, pp.1-6, Aug.1, 2013

20.1　クラウドシステム整備 

(1) CloudPlatform への統合 

　当初、パイロットシステムとして 4つの環境を導入していました。4つに分かれていたため、資
源の活用効率が悪い状況でありました。大人数の講義への提供や、並列クラスタの複数提供が出来
ませんでした。また、VMwareと Xenが併存しており、維持コストも高かったです。そこで、平成�
26年度に、全体を CloudPlatformに統一し、ハイパバイザも Xen�に統一しました。これにより、大
規模資源の一括確保が可能となりました。（参考資料１）

20.2　クラウドサービス提供 

(1) システム情報科学研究院への提供 

　システム情報科学研究院を対象に仮想マシン稼働環境を提供しました。�

(2) 全学教育での活用

　基幹教育院の要請に応じて、全学教育で用いる仮想マシンを試験的に提供しました。�

（参考資料２）
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 OS CentOS 6.5 

CPU 8 core 
 32 GB 

 80 GB 
 SSH  

2 2  
gcc  
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 OS Windows Server 2012 
CPU 8 core 

 32 GB 
 80 GB 

 Windows RDP  
RDP  
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